
▼

去

る

12

月

８

日
（
木
）
・
９

日

（
金
）
の
２
日
間
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明
に
お
い

て
自
治
労
春
闘
中
央
討
論
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
機
関
紙
で
は
、
こ
の

集
会
の
資
料
を
基
に
、
ど
こ
よ
り
も
早
く

（
？
）
今
春
闘
に
お
い
て
単
組
が
何
を
目

標
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
、
日
程
等
も
含

め
て
記
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

▼
ま
ず
は
、
大
き
く
次
の
３
点
を
「
重
点

課
題
」
と
し
て
い
ま
す
。 

①
公
務
職
場
の
賃
金
・
労
働
条
件
改
善 

●
賃
金
の
運
用
改
善
に
む
け
少
な
く
と
も

「
１
単
組
・
１
要
求
」
を
行
う
。
●
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
人
員
の
確
保
。
●
中 
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賃金の運用改善へ向け「１単組・１要求」を実現しよう！ 

秋
闘
か
ら
春
闘
へ
『
一
致
団
結
』 

組
合
員
の
意
見
を
集
約
し
、
要
求
書
を
作
成
し
よ
う
！ 

春
闘
期
か
ら
新
採
対
策
・
共
済
推
進
に
取
り
組
も
う
！ 

春 闘 

当面の日程 
■12月21日（水） 
喜多方市職労第18回定
期大会（喜多方プラザ
文化センター） 
■12月26日（月） 
下郷町職労第72回定期
大会 
■12月28日（水） 
総支部事務所仕事納め 
※新年は1月4日（水）
からです。 

途
採
用
職
員
の
処
遇
改
善
に
む
け
た
総
点
検 

②
春
闘
期
に
決
着
を
め
ざ
す
民
間
職
場
等
の

賃
金
・
労
働
条
件
改
善 

③
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
を
！
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
全
国
展
開 

▼
こ
の
他
に
も
、
●
新
規
採
用
者
の
組
合
加

入
率
の
低
下
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
春
闘
期
に
集
中
的
に
新
採
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
や
、
●
来
年
４
月
に
は
統
一
自
治
体

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
自
治
労
の
政
策

実
現
の
た
め
に
は
、
地
方
議
会
や
首
長
の
役

割
が
極
め
て
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
春
闘

期
の
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
て
「
１
自
治
体
１

協
力
議
員
」
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 
▼
次
に
単
組
の
「
具
体
的
な
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
で
す
。 

▼
「
春
闘
を
通
し
た
組
織
基
盤
の
強
化
」
で

は
、
●
「
単
組
取
り
組
み
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
に
よ
り
目
標
設
定
や
課
題
の
整
理
を
行

う
。
●
会
計
年
度
任
用
職
員
な
ど
を
含
め
た

単
組
内
す
べ
て
の
組
合
員
か
ら
、
職
場
で

困
っ
て
い
る
こ
と
や
不
満
・
不
安
に
つ
い
て

の
声
を
集
め
、
要
求
書
に
反
映
さ
せ
る
。 

●
会
計
年
度
任
用
職
員
や
定
年
引
き
上

げ
に
よ
り
組
合
員
加
入
資
格
を
有
す
る

こ
と
に
な
る
職
員
等
に
つ
い
て
、
基
盤

強
化
の
観
点
か
ら
組
織
化
を
見
据
え
、

活
動
へ
の
参
加
を
追
求
す
る
。
●
「
労

使
関
係
ル
ー
ル
に
関
す
る
基
本
要
求

書
」
を
提
出
し
、
基
本
的
な
労
使
関
係

ル
ー
ル
を
確
立
す
る
。 

 

▼
次
に
「
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
」
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
で
す
。

要
求
内
容
は
、
「
自
治
体
単
組
の
要
求

モ
デ
ル
」
に
基
づ
き
、
県
本
部
・
単
組

で
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
●
ポ
イ
ン
ト
賃
金
に
つ
い

て
は
、
到
達
闘
争
の
基
本
に
位

置
づ
け
た
う
え
で
、
06
給
与

構
造
改
革
前
の
賃
金
水
準
の
回
復
を
め

ざ
す
。
●
「
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
100
を

最
低
水
準
」
と
し
「
ラ
ス
逆
数
」
か
ら

算
出
し
た
率
を
運
用
改
善
の
具
体
的
目

標
と
し
て
設
定
す
る
。 

県本部が2021年３月12日(金)17時から
郡山駅前広場にて実施した「公共サー
ビスにもっと投資を！」キャンペーン
街頭行動の写真です。 
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「公共サービスにもっと投資を！」キャンペーンを成功させよう！ 

 

編
集
後
記 

▼
い
よ
い
よ
暮
れ
も
押
し
迫
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
気
ぜ
わ
し
い
時
期
で
す
。 

▼
年
末
年
始
の
休
み
が
２
週
間
位
あ
れ

ば
…
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
の
長

期
休
暇
と
し
て
有
名
な
「
ヴ
ァ
カ
ン

ス
」
、
連
続
５
週
間
ま
で
取
得
可
能
と

法
律
で
定
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
フ
ラ

ン
ス
人
に
と
っ
て
は
「
人
間
が
元
気
に

生
き
て
い
く
た
め
必
要
な
も
の
」
な
の

だ
そ
う
で
す
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
考

え
方
が
日
本
に
は
浸
透
し
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
日
本
は
、
働
け
ば
働
く

ほ
ど
利
益
が
出
る
と
い
う
高
度
経
済
成

長
期
を
経
験
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
定
年
後
、
即
入
院
生
活

な
ん
て
い
う
人
生
は
い
や
で
す
ね
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
坂
内
） 

 

≪自治労共済 掛金試算QRコード≫ ▼
以
上
、
自
治
労
春
闘
中
央
討
論
集
会

資
料
を
「
斜
め
読
み
」
し
て
記
載
し
ま

し
た
。
今
後
の
県
本
部
・
総
支
部
春
闘

討
論
集
会
に
お
い
て
、
方
針
提
起
が
あ

り
ま
す
の
で
、
改
め
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
来
年
の
自
治
労
共
済
継
続

募
集
の
取
り
組
み
に
は
「
組
織
加
入
県

復
活
」
と
い
う
大
き
な
課
題
が
課
さ
れ

ま
す
。
ま
ず
は
、
春
闘
期
の
新
採
対
策

か
ら
、
共
済
加
入
と
併
せ
て
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

じちろうマイカー共済 

団体生命共済（新制度） 

アクセスコード「 jichiro 」 

①車検証、②現在ご加入の保険証書

をお手元にご準備ください。 

●
月
45
時
間
超
、
60
時
間
以

下
の
時
間
外
勤
務
手
当
の
割
増

率
の
引
き
上
げ
を
行
う
よ
う
求

め
る
。
ま
た
、
不
払
い
残
業
の

撲
滅
に
取
り
組
む
。
●
住
居
手
当
・
通

勤
手
当
な
ど
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

た
諸
手
当
の
改
善
を
求
め
る
。 

 

▼
次
に
「
職
場
か
ら
の
働
き
方
改
革
」

に
つ
い
て
で
す
。
●
職
場
オ
ル
グ
を
行

い
、
人
員
配
置
の
実
態
な
ど
の
職
場
点

検
を
実
施
し
、
安
全
衛
生
委
員
会
で
の

時
間
外
労
働
状
況
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
、
人
員
確
保
の
交
渉
を
全
単
組
で
実

施
す
る
。
●
総
労
働
時
間
の
短
縮
お
よ

び
36
協
定
の
締
結
に
む
け
て
取
り
組

む
。
●
自
治
労
本
部
が
作
成
し
た
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
、
当
局
に
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
求
め

る
。
●
障
が
い
者
雇
用
を
進
め
、
法
定

雇
用
率
を
遵
守
し
計
画
的
な
採
用
を
行

う
こ
と
を
求
め
る
。 

●
自
治
体
で
働
く
労
働
者
に
適
用
す
る

「
自
治
体
最
低
賃
金
」
を
確
立
す
る
。

●
少
な
く
と
も
現
行
初
任
給
基
準
の
４

号
上
位
を
勝
ち
取
る
。
●
昇
給
へ
の
勤

務
成
績
の
反
映
に
つ
い
て
は
、
労
使
合

意
を
前
提
と
し
つ
つ
、
国
と
の
制
度
権

衡
の
観
点
か
ら
、
標
準
以
上
の
評
価
を

受
け
た
も
の
は
、
上
位
昇
給
の
対
象
と

な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
●
50
歳
台

後
半
層
職
員
の
昇
給
停
止
・
抑
制
に
つ

い
て
、
定
年
引
き
上
げ
を
契
機
に
提
案

さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な

く
と
も
標
準
で
２
号
以
上
の
昇
給
や
号

給
の
延
長
な
ど
を
求
め
る
。
●
係
長
・

同
相
当
職
の
４
級
到
達
、
課
長
補
佐
・

同
相
当
職
の
６
級
到
達
を
指
標
に
、
賃

金
水
準
の
改
善
を
求
め
る
。
●
人
材
確

保
の
観
点
か
ら
も
、
全
単
組
で
中
途
採

用
者
の
格
付
け
の
点
検
に
取
り
組
む
。

●
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
、

暫
定
再
任
用
職
員
（
フ
ル
タ
イ
ム
・
短

時
間
）
の
働
き
方
や
、
職
務
・
級
の
格

付
け
な
ど

60

歳
超
の
職
員
と
同
様

に
、
退
職
時
の
職
務
で
の
任
用
・
級
の

格
付
け
を
継
続
す
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
。
●
期
末
・
勤
勉
手
当
の
割
り
振
り

に
つ
い
て
は
、
期
末
手
当
の
割
合
に
重

点
を
置
く
こ
と
と
し
、
勤
勉

手
当
へ
の
成
績
率
の
一
方
的

な
導
入
、
お
よ
び
成
績
率
の

拡
大
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
。 

月 自治労 県本部 
単 組 
総支部 

12 
▶8・9：討
論集会 

  

1 
 ▶20：討論

集会 
 

2 

 ▶9：臨時
大会 

▶4：総支
部討論集会 

3 

   

以降 

   

闘争日程（概要） 

▶10：公共サービスキャンペーンア
ピール行動全国統一行動日 
▶13～17：統一交渉ゾーン 
▶17：第2次全国統一行動日 
▶下旬：第3次全国統一行動日 

▶3～5月：新規採用者組合加入の取り
組み 
▶6月：人員確保闘争・男女平等推進闘
争 

▶11 
総支部
大会 

▶17：スト批准投票本部報告期限 
▶未定：第1次全国統一行動日 

▶未定：県本部オルグ 
▶未定：スト批准投票 
▶7～15：要求書提出
ゾーン 

※自治労本部の春闘討論集会資料に掲載されて
いる日程等を基に作成したものです。 


